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今年度の重点テーマは「共感をつなぐ」です。共感とはお互いの考えや感情が響きあうことですが、今回は共感につ

いて 6 つの観点から考えてみたいと思います。 

1 共感力 

私が皆さんの前でお話しているときに、「うん、うん」とうなずいてくださる、これも共感です。こうやって皆さんが共感して

くださると私も安心してお話できます。相手の考えに寄り添い、受け入れる、そのような共感する力が共感力です。 

2 共感している関係 

お互いに共感する関係というのは、お互いを尊敬し、認めている関係だと思います。どちらかが一方的に考えを押し

付けあうのではなく、対話ができる関係だと思います。私も皆さんを尊敬していますし、皆さんと対話できることが嬉し

いです。 

3 子どもたちとの対話 

子どもの心は複雑で面白いです。子どもは自分の心や状況をうまく言語化できないので、「子どもとの対話」は言葉

ではなく、言葉にならない心に寄り添う必要があります。大人が子どもへ「どうしたの?」「おもしろいね」「困ってる?」「お

手伝いしようか?」などの声掛けをしたりただ黙ってそばで見て、子どもの心を理解しよう、寄り添おうとすることが、子ど

もたちへの共感の第一歩になります。 

4 子どもの共感 

子どもは社会(大人や他の人、そこにいる人)とつながりたい、共感したいと思っています。そのように見えなくても、周り

に人や物事に対してこれはどういうことなんだろう?と知りたいという気持ちを持っています。1~2 歳は自我(自分の意

志)がでてくる時期です。「自分はこうしたい」という要求が育ちます。3~5 歳は第二の自我が育つ時期です。第二の

自我は集団の中で周りのことを考えながら、自分の行動を決めることです。自分はこうしたいという要求と、周り(社

会)を結び付ける時期です。「本当はこうしたいけど、今はこうした方がいいのかな?」と考えられるようになります。この

ような自分の中での対話(自己内対話)を通して、「ありのままの自分」から「ありたい自分」を考えるようになります。 

5 大人から子どもへ共感 

第二の自我を形成していく時期の子どもたちは、大人が驚くようなことや共感しにくい行動も多くします。ですが、大

人が一方的に子どもを矯正するのではなく、子どもへ共感するという姿勢も大切だと思います。共感することが難しい

こともあると思いますが、子どもへ「それで大丈夫だよ!」と声をかけながら、子どもと大人が一緒に良い方向へむかうよ

うに考えるといいと思います。 

6 自分への共感 

家族や子供を優先して、自分の優先順位が低くなっていませんか?子どもとは逆に親は「ありたい自分」に縛られるこ

とも多いと思います。自己対話をして、自分のやりたいことも大事にすることが子育て中は必要だと思います。  


